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研究成果の概要（和文）：奈良・平安時代において律令国家から、俘囚・夷俘と呼ばれたエミシたちの移配（強
制移住）の研究は、これまで文献史学からのみ行われてきた。しかし近年の発掘調査成果により考古学から彼ら
の足跡をたどることが可能となり、本研究は考古学から古代の移配政策の実態を探るものである。
今回検討を行った関東諸国では、馬匹生産や窯業生産などといった各国の手工業生産を担うエリアに強くその痕
跡が認められたり、また国分僧尼寺などの官寺や官社の周辺といったある特定のエリアに送り込まれている状況
が確認でき、エミシとの戦争により疲弊した各国の地域経済の建て直しや、地域開発の新たな労働力を確保する
といった側面が強いことが判明した。

研究成果の概要（英文）：The study of Ihai (forced emigration) of Emishi called Fushu or Ifu has been
 performed until now from the legal codes nation in Nara, the Heian era only by documents historical
 study. However, I became able to follow their footprint from recent excavation result, and this 
study was going to investigate the actual situation of Ihai where an ancient nation went to from the
 footprint.
It was strong, and it was admitted, and, in the Kanto countries which it examined this time, the 
situation sent into a particular area such as the outskirts of a court-built temple and the 
government shrines such as Kokubunji and nun temples again could confirm the trace in the area to 
carry the manual industry production of each country such as horse production or the ceramics 
production on, and it became clear that the side to find new work force for rebuilding and community
 development of the regional economy of each country which became impoverished by war with Emishi 
was strong.
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１．研究開始当初の背景 
 日本古代において「蝦夷」と呼ばれた東北
地方の人々は、奈良時代末期の宝亀年間から
平安時代初頭の弘仁年間に至る律令国家の征
夷事業に対抗した、いわゆる「東北三十八年
戦争」に伴う敗北の結果、「俘囚」として全国
各地に強制移住させられている。その移住先
については『延喜式』や『和名類聚抄』によっ
て「俘囚料稲」（図１）が計上され、「俘囚郷」
「夷俘郷」がみえることなどから、移配先の
諸国名は判明しているものの、詳細な場所ま
では特定できていない。またそれぞれの国に
おける彼らの暮らしについても「狩猟を生業
とし、養蚕を知らず」（『類従国史』延暦 17 年
（798））、「弓馬の戦闘は夷獠の生習」（『続日
本紀』承和 4 年（837））といった、僅かに残
る文献史料から述べられているにすぎず、考
古学では研究の俎上にも上がっていなかった
のが現状であった。 

図１ 俘囚料設置国と料稲額 

 

２．研究の目的 
 本研究は、近年新たに得られた考古学的知
見から、彼らの詳細な移住場所を明確化し、
彼らがそれぞれの地域社会に及ぼした影響と
果たした役割、そして彼らが辿ったその後に
ついて、全国規模で検討するものである。 

 

３．研究の方法 
 今回、俘囚・夷俘の移配痕跡を探るために
考古学的指標とした遺構・遺物は、以下に示
すように東京都多摩市の上っ原遺跡をはじめ
とする帝京大学八王子キャンパス構内遺跡群
（以下、帝京構内遺跡群と称する）の発掘調
査で得られた 9 世紀以降の竪穴壁外に長く延
びる長煙道型のカマドを付設する竪穴建物と、
そうした竪穴建物から出土した岩手県内の内
陸部に濃密な分布を示す赤彩球胴甕をはじめ
とする東北系土器で、その中でも特に注目し
たのは黒色土器である（図２）。 
 長煙道型カマドは、東北地方では 7 世紀以
降定着して以来、長く竪穴建物に用いられた
カマドである。イエづくりに関する「こだわ
り」は、たとえ異郷地であっても、自身が建築
に関わるのであれば反映されるものではない
かと考え分析視点とした。 

   図２ 上っ原遺跡の竪穴建物と出土土器 

 
一方の黒色土器は、非回転(ロクロ)、回転

(ロクロ)使用問わず、体部内面を中心に入念
なヘラミガキを施し、さらに内面に炭素吸着
による黒色土器処理を施す土器である。こう
した黒色土器もまた東北地方では古墳時代以
来一貫して作られ続けてきた土器であり、東
北地方以外の地域では、都城をはじめ 8 世紀
後半以降、新たな土器として登場してくる。
その出現の契機となったのは、まさしく征夷
であり、征夷に関わって行われたエミシの移
配が最大の契機となったと考えている。そし
て黒色土器の普及については、移配先の国府
や郡家などの地方官衙や、それらと密接に関
わる集落で行われる饗宴時における身分表象
のための食膳具および儀器が必要であったか
らだと考えている。 
 
４．研究成果 
 当初の計画では全国の移配地が対象であっ
たが、本課題の採択が、初年度後半であった
ため研究期間が短縮され、予算も大幅に減額
されたため、その対象地域を東京、山梨、神奈
川、埼玉、群馬、千葉、茨城、栃木といった関
東地方に絞り検討を行った。 
打合会等で先に平野が示した考古学的指標

をもとに各都県の検討をお願いした研究協力



者の方々に対して検討をお願いしたが、神奈
川や埼玉・群馬などでは、7世紀段階から長煙
道型カマドを付設する竪穴建物は多々みられ、
基本的な竪穴の構造に大幅な違いがみられな
いことや、黒色土器についても埼玉・群馬両
県とも一部地域を除き相対的にその出土量が
少なく分析対象にしづらいという状況にある
という指摘も受けた。しかしそのような状況
であっても、まずは 9 世紀以降における状況
の検討をお願いした。 
 検討の結果、9世紀以降における長煙道型カ
マドを付設する竪穴建物の確認状況は、概ね
9 世紀第 1四半期からみられるようになり、9
世紀中葉段階と 10 世紀前葉段階にピークを
迎える遺跡が多いことが判明した。7 世紀段
階からすでに顕著な存在を示す埼玉や群馬で
も、9 世紀初頭段階に竪穴建物数自体が増大
し、それまで集落が営まれていなかった地域
にも新規に集落が展開していく状況を確認す
ることができた。 
 しかしピークを迎えた時期でにあっても長
煙道型カマドを付設した竪穴建物は客体的な
存在であり、多摩丘陵といった丘陵地では、1
～2棟だけで構成される、いわゆる「離れ国分」
的な集落様相を示す遺跡が多く、拠点的な集
落遺跡でも、集落の中心から外れた場所に位
置するなど、客体的なあり方を示している。 
 また長煙道型カマドの構造をみると、東北
地方北部で一般的にみられるそれの構造を忠
実に再現されていないことも判明した。そし
てたとえ長煙道型カマドを付設する竪穴建物
であっても出土する土器は、各国とも当時そ
の国で広く流通していた土器であり、赤彩球
胴甕や、後に紹介する底部に放射状痕跡とい
った明確な東北系土器は、非常に限定された
遺跡でしかみられないことが判明した。そし
てその他生業具をみても、農具、狩猟具、漁労
具、紡織具であり、長煙道型カマドがみられ
ない他の集落と変わりはなく、このことは、
在地住民と同化した生活を営んでいたことを
物語っており、こうした状況は数世代を経過
した渡来人集落のあり方と共通する。 
次に各国における長煙道型カマドを付設す

る竪穴建物がみられる遺跡の状況については、
各国とも馬匹生産や窯業生産、紡織生産など
といった手工業生産を担う郡や郷、そして国
分僧尼寺などの官寺や官社の周辺といったエ
リアに顕著にみられた。それら地域の多くは、
ヤマト王権段階に屯倉地となり、渡来人を数
多く入植させた地域であることが判明した。
そして後の令制段階では、常陸・上総・上野国
のように親王任国となったり、それに伴い勅
旨田や親王賜田、御牧などが設置されるなど、
皇室の直轄地的なエリアであることも判明し
た。 
 今回の検討では前述のように、8 世紀後半
から 9世紀初頭における「東北三十八年戦争」
段階における俘囚・夷俘の移配状況を中心と
したものであったが、蝦夷の移配は単に当該
期に限定されるものではないことも研究協力

者の菅原祥夫氏の検討によって確認すること
ができた。 
菅原氏は、近江における栗囲式土器や土師

器羽釜といった土器、陸奥における初期渡来
系瓦などの検討、さらに木簡資料や文献史料
にみえる郡郷名のあり方から、初期城柵設置
される天智朝の段階から製鉄技術導入のため
に陸奥は近江や安芸といった製鉄先進地との
間で人材の相互交流があった可能性を指摘し
た。それは単なる近江の人との交流ではなく、
近江は伝統的な渡来人の集住地であり、そこ
には製鉄技術をもった渡来人が数多くいたこ
とは容易に想像できることから、陸奥と近江
の間で大化前代から蝦夷や渡来人の往来した
可能性を指摘され、文献史学の立場から平川
南氏は蝦夷と渡来人の移配先は重なることが
多く、それは異領域の結節点や交通の要衝地
で強く発現することが指摘されており、それ
が今回の考古学的検証により裏付けられるこ
ととなった。本検証は、征夷最盛期以前にお
けるエミシと渡来系工人との技術交流も念頭
に置いて、征夷最盛期の移配を考えなくては
ならないことを提起した卓見と言える。 
 また、俘囚・夷俘移配段階で出土した赤彩
球胴甕をはじめとする東北系土器については、
研究分担者である河西学氏が鉱物学的胎土分
析を行った。その結果、いずれの東北系土器
も移配先の粘土等を使用し作製された可能性
が高いことが判明した。土器の胎土分析は、
人の動きの多様性を考えるには不可欠な分析
であり、近江の東北系土器についても今後胎
土分析を行っていくべきであり、新たな課題
も得ることができた。 
 
 最後に今回の課題で俘囚・夷俘の痕跡を探
る上で今後、新たな考古学的指標となり得る
資料群を挙げておきたい。 
① 「狄」「佂（征）人」の文字がみられる墨書土

器（図３） 
今回の検討の中で山梨県韮崎市に所在す
る宮ノ前遺跡で「狄」「佂人」墨書土器と
もに 9 世紀後
葉の竪穴建物
から出土して
いる。宮ノ前
遺跡は巨麻郡
家関連および
牧関連遺跡と
して注目され
ている。また
近年では、埼
玉県熊谷市に
所在する宮下
遺跡（2017 年
11 月時点では
未報告）でも
出土している
ことが判明。
宮 ノ 前 遺
跡 と 宮 下 図 3 「狄」「佂」銘墨書土器 



遺跡は、8 世紀後葉から 11 世紀にかけて
営まれた集落遺跡で、小鍛冶や中世に下
る牧関連の長大な溝が検出されていると
いう。 

② 底部外面に放射状痕跡がみられる黒色土
器を含む土師器高台椀・皿（図４） 
当該土器は 9 世紀後葉以降、青森県や岩
手県北部に主に分布する土器であり、俘
囚のその後の動きを探る上で重要な資料
だと思われる。 

③ 鉄鐸（図５） 
本資料は
関東地方
では主に
長野県域
で み ら
れ、山梨
県でも長
煙道型カ
マドを付
設する竪
穴建物が
顕著であ
った百々
遺跡でもわずかながら出土している。そ
の時期は古墳時代後期からみられるが、
顕著となるのは 10 世紀～12 世紀にかけ
てであり、本資料もその後の東北地域と
の交流を考える上で重要な資料となろう。 
 

④ 茨城県水
戸市二の
沢 B 遺跡
出土の「幡
田郷戸主
君子部～」
と刻書され
た刻書紡
錘車（図６） 
本資料は
二の沢 B
遺跡から
出土し、9
世紀前葉
とされて
いる。「君
子部」は
「吉弥侯
部」や「吉美侯部」とも書くが、その構成
の主体は俘囚であり、常陸国では多珂郡、
久慈郡、那賀郡に主に分布している。郷名
や記した対象が紡輪であるため、紡織に
深く関わった集団と推測される。 

⑤ 切先斜め棟刀（図７） 
古代の武具に詳しい研究協力者である津 
野仁氏によれば、切先斜め棟刀は東北北
部が分布の主体であり、「蝦夷系武装」と
呼んでいる。9 世紀中・後葉～11 世紀ま
で、秋田県北部から青森県域にわたって
確認できるといい、内国では栃木県五郎
助内遺跡 9 世紀中葉の竪穴建物から出土
している。 

⑥ 二条引手轡（図８） 
二条引手轡は古墳時代からみられるが、
途中一旦途絶え、7世紀後葉から末期古墳
で再びみられるようになるという。この
時期では新羅や渤海で二条引手轡を用い
られていることから、列島外からの技術
系系譜が考えられている。その後 8 世紀
中葉から 9 世紀初頭になると多賀城周辺
域でもみられるようになり、9 世紀代に入
っては栃木・群馬・茨城・長野県域でもみ
られるようになる。10 世紀代では捻りが
ないタイプの引手が埼玉県宮西遺跡で確
認されている。 

５．主な発表論文等 
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図８ 二条引手轡の出土事例 

図 6 「君子部」銘刻書紡錘車 

図７ 助五郎内遺跡 SI9出土切先斜め棟刀 

図 5 西近津遺跡出土鉄鐸 

図 4 放射状痕跡をもつ土器 
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